


要約: PVL には軽度から重度まであり、成因は複雑である。PVL に West 症候群を合併した

重症例について MRI 画像を形態計測学的に解析し、対照と比較検討した。側脳室は West

群、non-West 群、対照群の順に大きかった。第Ⅲ脳室拡大、中脳およぴ橋萎縮は、West

群でより著明であった。髄鞘化は、West 群では全例、non-West 群では 2例で遅れていた。

West 症候群は脳室拡大、白質減少の強い PVL 例に生じるか、W群の第 3脳室拡大、中脳と

橋面積の減少が NW 群・ C 群より強かったことは、PVL における West 症候群の発症に上部

脳幹が関与しており、重度のPVL として広範な機能障害をきたす特異な成因があると考え

られる。


